





























































































　関東地区の大学に在籍し，教職課程を履修している 18〜21 歳の学生 114 名（男子 46 名，女子 68 名）
より有効回答を得られた。
（2）　調査時期
































































質問項目 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 第 5 因子
1.　発達を踏まえた関わり（6 項目）
子どもの発達に即した資料を選択していくことができると思う .810 -.026 .018 .033 -.032
子どもの発達に即した「道徳科」の指導ができると思う .800 -.072 -.202 .151 .115
子どもの自尊心に配慮した指導ができると思う .710 .107 -.081 .027 .013
話し合い活動を積極的に取り入れた「道徳科」の指導ができると思う .676 .003 .139 -.131 -.018
子どもの主体性を重視した指導ができると思う .470 .116 .170 .028 .015
子どもが本音を語れるような配慮ができると思う .395 .084 .013 -.009 .203
2.　道徳教育の役割（3 項目）
道徳教育に対する社会のニーズを把握していきたいと思う -.157 .954 -.101 .082 .141
道徳科」での意義を明確にしていきたいと思う .111 .905 .106 -.100 -.087
学習指導要領の道徳の視点を把握していきたいと思う .165 .600 -.028 -.001 -.087
3.　「道徳科」での工夫（5 項目）
「道徳科」で自分自身のオリジナリティが生かせると思う -.154 -.026 .904 -.004 -.019
「道徳科」における資料提示の工夫ができると思う .189 .002 .739 .004 -.152
「道徳科」での発問の工夫ができると思う -.052 .039 .506 .122 .204
子どもたちの話し合い活動が活発になるような工夫ができると思う .180 -.115 .384 -.040 .233
「道徳科」にロールプレイなどを取り入れた指導ができると思う .199 .032 .323 .159 .100
4.　指導でのねらい（3 項目）
「道徳科」のねらいを明らかにした指導ができると思う .092 .008 .001 .782 -.223
適切に指導計画が立てられると思う .041 -.079 .085 .711 .009
ねらいに迫ることができたかを確認した指導ができると思う -.102 .049 -.001 .623 .211
5.　教員のはたらきかけ（2 項目）
子どもの「道徳科」へのモチベーションを高められると思う -.026 .049 .069 .041 .752
学校教育活動全体での道徳教育ができると思う .295 -.072 -.118 -.144 .699
因子相関行列 第 2 因子 .225
第 3 因子 .539 .135
第 4 因子 .506 .047 .610




り」因子と命名した。なお，第 2 因子（3 項目），第 4
因子（3 項目），第 5 因子（2 項目）は先行研究と同様
の項目から構成されたため，それぞれ「道徳教育の役

































L 群（n＝41） H 群（n＝73）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.80 0.47 2.92 0.48 1.30
道徳教育の役割 3.38 0.60 3.40 0.54 0.14
「道徳科」での工夫 2.44 0.45 2.80 0.52 3.64***
指導でのねらい 2.20 0.39 2.53 0.50 3.65***





L 群（n＝51） H 群（n＝63）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.78 0.49 2.95 0.46 1.89
道徳教育の役割 3.37 0.62 3.41 0.51 0.44
「道徳科」での工夫 2.62 0.55 2.71 0.50 1.00
指導でのねらい 2.29 0.51 2.52 0.45 2.57*
教員のはたらきかけ 2.58 0.53 2.67 0.63 0.80
*p＜.05
道徳教育に対する意識
L 群（n＝47） H 群（n＝67）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.74 0.48 2.96 0.45 2.40*
道徳教育の役割 3.41 0.58 3.37 0.52 0.31
「道徳科」での工夫 2.59 0.56 2.72 0.48 1.35
指導でのねらい 2.29 0.52 2.50 0.44 2.31*
教員のはたらきかけ 2.56 0.50 2.67 0.63 0.96
*p＜.05
道徳教育に対する意識
L 群（n＝53） H 群（n＝61）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.95 0.48 2.80 0.46 1.63
道徳教育の役割 3.38 0.49 3.39 0.59 0.03
「道徳科」での工夫 2.83 0.50 2.52 0.50 3.24**
指導でのねらい 2.52 0.50 2.32 0.45 2.21*












た。結果を Table 9〜12 に示す。
Table 9　「場の進行と対処」スキルによる得点の比較
道徳教育に対する意識
L 群（n＝57） H 群（n＝57）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.78 0.49 2.95 0.45 1.91
道徳教育の役割 3.41 0.57 3.35 0.54 0.78
「道徳科」での工夫 2.43 0.48 2.90 0.45 5.25***
指導でのねらい 2.21 0.41 2.61 0.47 4.90***




L 群（n＝72） H 群（n＝42）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.71 0.43 3.14 0.43 5.12***
道徳教育の役割 3.25 0.55 3.63 0.47 3.74***
「道徳科」での工夫 2.53 0.45 2.90 0.55 3.87***
指導でのねらい 2.35 0.48 2.52 0.48 1.83




L 群（n＝59） H 群（n＝55）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.75 0.43 3.00 0.49 2.92**
道徳教育の役割 3.36 0.57 3.42 0.54 0.59
「道徳科」での工夫 2.49 0.39 2.85 0.57 3.85***
指導でのねらい 2.31 0.43 2.52 0.51 2.41*




L 群（n＝55） H 群（n＝59）
t 値
M SD M SD
発達を踏まえた関わり 2.66 0.41 3.06 0.45 4.81***
道徳教育の役割 3.33 0.62 3.44 0.49 0.96
「道徳科」での工夫 2.42 0.41 2.90 0.50 5.48***
指導でのねらい 2.24 0.41 2.57 0.50 3.86***





発達を踏まえた関わり 道徳教育の役割 「道徳科」での工夫 指導でのねらい 教員のはたらきかけ
場の進行と対処 0.306** -0.042 0.558** 0.499** 0.230*
積極的関与と自己主張 0.313**  0.140 0.443** 0.311** 0.166
他者への配慮と理解 0.490**  0.421** 0.382** 0.186* 0.248**
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 （最終アクセス日：2018 年 1 月 25 日）
 （いわたき　だいじゅ　　心理学科）
